
確率論 I（担当：梶野） 2018年度第 4クォーター・神戸大学理学部数学科

演習問題1（2018年12月7日）
注意. 本演習問題は，レポート課題ではありません．

問題 1.1. .X;M/を可測空間，S を集合，f W X ! S とし，Af � 2S を

Af WD ¹A � S j f �1.A/ 2 Mº

で定める．このとき Af は S の � -加法族であることを示せ．

問題 1.2. .X;M; �/を測度空間とし，¹Anº1
nD1 � Mとする．

(1) B1 WD A1 とし，各 n 2 N n ¹1ºに対し Bn WD An n
Sn�1

kD1 Ak とする．このとき
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であることを示せ．
(2)次の不等式が成り立つことを示せ（この性質を測度 �の（可算）劣加法性という）：
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問題 1.3 (講義中の命題 1.9の証明). d 2 Nとし，Fd ;F
Q
d

� 2R
d を次で定める：
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このとき B.Rd / D �.Fd / D �
�
F
Q
d

�
であることを，次の問に順次答えることにより証明せよ．

(1) �
�
F
Q
d

�
� �.Fd /であることを示せ．

(2) Fd � B.Rd /であることを示し，さらに �.Fd / � B.Rd /であることを示せ．
(3) U を Rd の開集合とし，FU WD
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I であることを示せ．
(4)
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U は Rd の開集合
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を示し，さらに B.Rd / � �
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であることを示せ．


